
雲仙の大自然が創り出す
冬の芸術「花ぼうろ」

四季折々に、表情を豊かに変化させる雲仙

秋の普賢岳、妙見岳一帯は
まさに紅葉の海
燃えるような鮮やかな紅葉が山 を々染め尽くし、全てが
清らかに澄みわたります。10月下旬、山頂から始まっ
て、徐々に全山を染め上げて11月中旬まで見ることが
できます。

涼やかな避暑地として
有名になった
雲仙は高地のため気温が低く、8月の平均気温は21
～22度と北海道の札幌と同じくらいの涼しさで、緑の
息吹にあたり一帯が包まれます。

春を彩るミヤマキリシマ
山は「ウンゼンツツジ」とも呼ばれるピンクのミヤマキリ
シマで見事に染めつくされていき、雲仙は彩り豊かな
季節を迎えます。温泉街周辺では、4月下旬ごろから咲
き始め、仁田峠では5月中旬ごろが見ごろになります。

雄
大
な
自
然
の

造
形
美

秋 夏 春

はじめに
木々が氷の結晶に覆われる雲仙の冬。
幹や枝に凍り付いてできた霧氷は、その
姿から地元では「花ぼうろ」と呼ばれてい
ます。花ぼうろはさまざまな気象条件が
整って初めて見ることができる貴重な自
然現象で、春のつつじ、秋のもみじと並
ぶ雲仙の冬の風物詩です。この時期、こ
こでしか出会えないとっておきの絶景を
見に出かけませんか。

　
雲
仙
に
は
、5
つ
の
国
指
定
天
然
記
念

物
が
存
在
し
ま
す
。そ
の
中
の
1
つ
普
賢

岳
紅
葉
樹
林
は
、1
2
0
種
類
を
超
え
る

樹
々
か
ら
な
り
、見
事
な
紅
葉
が
10
月
下

旬
か
ら
11
月
中
旬
に
か
け
て
見
頃
を
迎
え

ま
す
。ま
た
、12
月
以
降
、冬
の
間
に
時
折

見
ら
れ
る
霧
氷
は「
花
ぼ
う
ろ
」と
呼
ば

れ
、ま
る
で
天
使
が
白
い
衣
を
羽
織
っ
た
よ

う
に
、冬
枯
れ
の
景
色
を
真
っ
白
な
山
並

に
変
身
さ
せ
ま
す
。

　
四
季
折
々
に
多
彩
な
表
情
を
見
せ
る
雲

仙
は
、そ
の
美
し
く
も
雄
大
な
自
然
の
姿

か
ら
、1
9
2
7
年（
昭
和
２
年
）に
日
本

新
八
景（
※
１
）山
岳
部
門
に
選
出
。さ
ら

に
1
9
3
4
年（
昭
和
９
年
）に
は
、我
が

国
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

雲
仙
が
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
、来
年
で

80
周
年
を
迎
え
ま
す
。

※
１
　
日
本
新
八
景
…
1
9
2
7
年
に
、

一
般
か
ら
の
投
票（
約
9
，3
0
0
万
通
）

を
基
に
選
定
さ
れ
た
日
本
を
代
表
す
る
8

つ
の
景
勝
地（
山
岳
、渓
谷
、瀑
布
、温
泉
、

湖
沼
、河
川
、海
岸
、平
原
の
８
部
門
）。

ば
く
ふ

寄稿  雲仙温泉観光協会　会長　石田 総一

日本初の国立公園として80年を迎える雲仙

観光地「雲仙」のご紹介
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気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
共
同
浴
場
、足
湯
、指

湯
の
ほ
か
、各
ホ
テ
ル
・
旅
館
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に

趣
向
を
こ
ら
し
た
露
天
風
呂
や
展
望
風
呂
な

ど
が
あ
り
、宿
泊
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、立
ち
寄

り
湯
と
し
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　
雲
仙
温
泉
の
効
能
に
つ
い
て
は
、硫
黄
、つ
ま

り
強
い
酸
性
な
の
で
殺
菌
効
果
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
、湿
疹
や
し
も
や
け
、切
傷
な
ど
の
皮

膚
病
全
般
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、美

肌
効
果
、慢
性
の
リ
ウ
マ
チ
、糖
尿
病
、神
経
痛
、

筋
肉
痛
、関
節
痛
、疲
労
回
復
、健
康
増
進
に
も

適
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
雲
仙
は
、「
温
泉
」と
書
い
て

「
う
ん
ぜ
ん
」と
読
ま
れ
て
い
た

歴
史
を
持
ち
ま
す
。国
立
公
園

の
指
定
を
受
け
た
際
に
、雲
仙
と

地
名
を
改
め
ま
し
た
。

　
国
立
公
園
と
し
て
自
然
が
大

切
に
守
ら
れ
て
き
た
雲
仙
は
、四

季
折
々
の
美
観
に
包
ま
れ
、山
裾

情
緒
漂
う
雲
仙
の
温
泉
街

温
泉
と
書
い
て
う
ん
ぜ
ん
と
読
む

1

2

4 3

の
雲
仙
温
泉
は
伝
統
的
な
名
湯

の
地
で
す
。明
治
期
に
は
外
国
人

の
避
暑
地
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

　
今
も
旅
館
街
に
は
昔
な
が
ら

の
温
泉
情
緒
が
漂
い
、訪
れ
る
人

を
湯
け
む
り
の
よ
う
な
温
か
さ

で
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
泊
か
ら
で
も

楽
し
め
る
雲
仙
温
泉

雲仙温泉のうんちく
● 温泉の色
旅館によって温泉が透明だったり、白く濁っていたりします。本
来硫黄泉は透明ですが、地獄からの配管でお湯を引く際に、硫
黄成分を含んだ鉱泥が流れ込むと白く濁ります。どちらも効能
は変わりません。
● 朝は熱いお湯、夜はぬるめのお湯に。
熱いお湯は交換神経に働きかけ、身体を活動状態にします。ま
た、ぬるめのお湯は副交換神経に作用して体をリラックスさせま
す。体が疲れているときはぬるめのお湯に入り、朝の活動前に
は熱いお湯に入ることをお勧めします。

こうでい

　 雲仙温泉街の様子　 気軽に立ち寄れる温泉
　 地獄の蒸気を使って蒸し上げる雲仙名物「温泉
たまご」　外国人避暑地をイメージしたラベルが雲
仙のお土産に最適「温泉（うんぜん）レモネード」

1 2

3

4

観光地「雲仙」のご紹介
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明
治
時
代
、欧
米
人
か
ら
も
愛
さ
れ
た
雲
仙

　
明
治
・
大
正
期
、長
崎
と
上
海
を
結
ぶ
航

路
に
よ
り
、雲
仙
と
上
海
租
界（
※
２
）の
往

来
が
盛
ん
に
行
わ
れ
、雲
仙
は
欧
米
人
か

ら
避
暑
地
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
し

た
。そ
う
い
う
文
化
的
な
土
壌
を
背
景
に
、

西
洋
風
の
旅
館
が
建
ち
並
び
、1
9
1
3

年（
大
正
２
年
）に
は
、我
が
国
初
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
も
誕
生
し
ま
し
た
。

　
昭
和
初
期
に
は
、パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク（
ア
メ

リ
カ
人
初
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
者
）や

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー（
社
会
福
祉
活
動
家
）も
休

養
を
兼
ね
て
雲
仙
旅
行
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。当
時
、年
間
3
万
人
の
外
国
人
観
光

客
が
雲
仙
を
訪
れ
、夜
は
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
等
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、洗
練
さ

れ
た
お
し
ゃ
れ
な
町
と
し
て「
ハ
イ
カ
ラ
さ

ん
の
町
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

※
２
　
上
海
租
界
…
1
8
4
2
年
の
南
京

条
約
に
よ
り
開
港
し
た
上
海
に
設
定
さ
れ

た
租
界（
外
国
人
居
留
置
）

西
洋
の
旅
館
が

立
ち
並
ぶ

人
気
リ
ゾ
ー
ト
地

1920年代の様子。テニス大会後に、雲仙のホテル前で記念撮影。

123

5

67

4

　　　　 日本初のパブリックゴルフ場「雲仙ゴルフ場」
（近代化産業遺産認定）
　 明治時代から欧米人との交流が盛んであった雲仙
  　　今も昔も変わらない雲仙の様子

1 2 3 4

5
6 7

❖ 開湯にまつわる歴史 ❖
　雲仙の開湯は701年（大宝元年）。奈良時
代の名僧・行基によって、温泉山満明寺が建
立されたことに始まります。
　温泉地として開拓が始まったのは約350
年前の江戸時代。幕末には吉田松陰が訪
れ、シーボルトやケンペルらの著書によって、
雲仙がヨーロッパにも紹介されたと伝えられ
ています。

かいとう

ぎょうき うん ぜんさんまんみょうじ

観光地「雲仙」のご紹介
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旅
館
が

立
ち
並
ぶ

人
気
リ
ゾ
ー
ト
地

1920年代の様子。テニス大会後に、雲仙のホテル前で記念撮影。
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　　　　 日本初のパブリックゴルフ場「雲仙ゴルフ場」
（近代化産業遺産認定）
　 明治時代から欧米人との交流が盛んであった雲仙
  　　今も昔も変わらない雲仙の様子

1 2 3 4

5
6 7

❖ 開湯にまつわる歴史 ❖
　雲仙の開湯は701年（大宝元年）。奈良時
代の名僧・行基によって、温泉山満明寺が建
立されたことに始まります。
　温泉地として開拓が始まったのは約350
年前の江戸時代。幕末には吉田松陰が訪
れ、シーボルトやケンペルらの著書によって、
雲仙がヨーロッパにも紹介されたと伝えられ
ています。

かいとう

ぎょうき うん ぜんさんまんみょうじ
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普賢岳
霧氷沢

鬼人谷口
紅葉の名所

国見分かれ

西の風穴
霧氷沢
分かれ

北の風穴
鳩穴分かれ

立岩の峰

妙見岳

国見岳山頂

標高：1,359m

標高：1,483m

普賢岳山頂

平成新山

鳩穴分かれ～霧氷沢
分かれまでの登山道は
一方通行です。

即設の登山道

新登山道

N

　
雲
仙
に
は「
雲
仙
地
獄
」以
外
に
も
、ぜ
ひ
と
も

訪
れ
て
ほ
し
い
名
所
・
史
跡
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

奈
良
時
代
の
名
僧
・
行
基
が
修
行
し
た
と
言
わ
れ

る
「
一
切
経
の
滝
」。そ
し
て
、1
7
3
1
年
に
開

湯
し
、温
泉
と
し
て
は
全
国
有
数
の
歴
史
を
誇
る

「
小
地
獄
温
泉
」は
、雲
仙
随
一
の
に
ご
り
湯
と
し

て
も
有
名
で
す
。小
地
獄
温
泉
か
ら
一
切
経
の
滝

に
向
か
う
途
中
に
は
、「
三
鈷
の
松
」と
呼
ば
れ
る

松
の
木
が
あ
り
ま
す
。普
通
、松
の
尖
っ
た
葉
は
二

本（
も
し
く
は
五
本
）で
す
が
、こ
の
松
の
葉
は
三

本
。そ
の
昔
、弘
法
大
使
・
空
海
が
修
行
の
場
所
を

決
め
る
た
め
、密
教
の
法
具「
三
鈷
杵
」を
中
国
か

ら
日
本
に
向
か
っ
て
投
げ
て
み
る
と
、高
野
山
の
松

の
木
に
引
っ
掛
か
り
、そ
の
松
の
葉
が
三
本
だ
っ
た

の
で
三
鈷
の
松
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
逸
話
が
あ
り
ま
す
。そ
の
三
鈷
の
松
が
雲
仙
に

あ
る
の
は
、雲
仙
が
か
つ
て
高
野
山
と
同
じ
く
修

行
の
山
・
霊
山
で
あ
り
、高
野
山
と
交
流
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

雲
仙
の
観
光
名
所

獄めぐり
雲 仙 の 観 光 名 所

　高温の噴気や熱水が噴出している箇所を間近に見ることができる散策道が整備され
ています。大小さまざまな30程度の地獄があり、それぞれに伝説が語られています。

八万地獄
　人が持っている八万四千の煩悩に
よってなされた悪行の果てに落ちる地
獄のことだと言われています。

　キリシタンの清七という男が捕らえら
れ、処刑されましたが、そのころにこの
地獄が噴出したと言われ、この名が付
けられました。

雀地獄
　地下から噴き出したガスが水中では
じけて、ピチピチと雀が鳴き騒いでいる
ような感じがするので、この名前になり
ました。

歴史ある霊山にだけあるとい
う三鈷の松

名僧・行基が一切経を書写
し、この地に埋めたという伝
説がある一切経の滝

平成新山に群生する植物

1

2 3
4

　天然記念物である原生沼に群生する「カキツバタ」　 山地に生える落葉高木「ヤマボウ
シ」。秋には紅葉する 　天然記念物の地獄地帯シロドウダン群落「シロドウダン」   日本三
鳴鳥の一種「オオルリ」。鳴き声は「ピリーリー」

1 2

3 4

ACCESS

観
光
と
し
て
の 

温
泉

う
ん             

ぜ
ん

清七地獄
せ い し ち

い
っ
さ
い
き
ょ
う

こ
じ
ご
く
お
ん
せ
ん

さ
ん
こ

さ
ん
こ
し
ょ

　
1
9
9
0
年（
平
成
２
年
）に
始
ま
っ
た
普
賢

岳
の
噴
火
に
よ
っ
て
新
し
く
で
き
た
頂
は
、

1
3
5
9
ｍ
の
普
賢
岳
よ
り
高
く
、雲
仙
岳
最

高
峰
と
な
り
、1
9
9
6
年（
平
成
８
年
）５
月

20
日
に「
平
成
新
山
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

す
っ
か
り
噴
火
活
動
も
お
さ
ま
っ
た
今
、そ
の
雄

大
な
溶
岩
ド
ー
ム
は
日
本
で
一
番
新
し
い
山
と

な
り
、雄
大
な
景
観
を
持
つ
雲
仙
岳
の
一
部
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
2
年
５
月
９
日
、雲
仙
普
賢
岳
の
新

た
な
登
山
道
が
開
通
し
ま
し
た
。新
登
山
道
は

普
賢
岳
の
噴
火
に
伴
い
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
た
ル
ー
ト
を
新
た
に
整
備
し
た
も
の
で
す
。

平
成
新
山
山
頂
に
4
0
0
ｍ
ま
で
近
づ
く
こ
と

が
で
き
、昨
今
の
登
山
ブ
ー
ム
も
あ
り
、新
た
な

観
光
名
所
と
し
て
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

登
山
人
気

　来年の国立公園指定80周年を
記念してイベントも計画しておりま
す。自然・歴史を満喫でき、温泉で
疲れを癒せる、雲仙への来仙を心
よりお待ちしております。

平
成
新
山

日
本
で
一
番
新
し
い
山

地

らいせん

博多（特急1時間30分）‒諫早（バス80分）‒雲仙

福岡（高速バスで約1時間50分）‒諫早（50分）‒小浜（25分）‒雲仙
長崎（約1時間）‒諫早（50分）‒小浜（25分）‒雲仙
長崎（約1時間15分）‒小浜（25分）‒雲仙

福岡（約2時間〈高速道〉）‒諫早（45分）‒小浜（20分）‒雲仙
長崎（約1時間10分）‒小浜（20分）‒雲仙

長州港（熊本）‒多比良港（バス35分）‒島原（バス40分）‒雲仙
三池港（福岡）‒島原港（バス40分）‒雲仙
熊本港（熊本）‒島原港（バス40分）‒雲仙
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JR博多駅

長崎自動車道

雲仙

太宰府I.C

鳥栖JCT
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諫早湾干拓
堤防道路

諫早I.C
長崎I.C

多良見I.C

大村I.C

東そのぎ
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佐世保市

ハウステンボス

長崎空港

JR長崎駅

ながさき
出島道路

有明海 三池港
島鉄高速船

島鉄フェリー（鬼池港へ）

有明
フェリー

熊本・九商フェリー

南関I.C

長州港

島原港小浜 熊本港

口之津港

九州
自動車道

J
R
鳥
栖
駅

J
R
熊
本
駅

熊
本
I.C

松
橋
I.C
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の
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中
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　高温の噴気や熱水が噴出している箇所を間近に見ることができる散策道が整備され
ています。大小さまざまな30程度の地獄があり、それぞれに伝説が語られています。

八万地獄
　人が持っている八万四千の煩悩に
よってなされた悪行の果てに落ちる地
獄のことだと言われています。

　キリシタンの清七という男が捕らえら
れ、処刑されましたが、そのころにこの
地獄が噴出したと言われ、この名が付
けられました。

雀地獄
　地下から噴き出したガスが水中では
じけて、ピチピチと雀が鳴き騒いでいる
ような感じがするので、この名前になり
ました。

歴史ある霊山にだけあるとい
う三鈷の松

名僧・行基が一切経を書写
し、この地に埋めたという伝
説がある一切経の滝
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　天然記念物である原生沼に群生する「カキツバタ」　 山地に生える落葉高木「ヤマボウ
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記念してイベントも計画しておりま
す。自然・歴史を満喫でき、温泉で
疲れを癒せる、雲仙への来仙を心
よりお待ちしております。
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長 崎 伝 統 料 理 の か く し 味
「FFG食の商談会」出展産品

　
ト
ビ
ウ
オ
は
亜
熱
帯
か
ら
温
帯
の
海
に
生
息

す
る
海
水
魚
で
、
日
本
近
海
を
春
と
夏
に
北
上

し
、秋
に
は
南
下
し
ま
す
。
九
州
で
は
長
崎
北
部

の
平
戸
か
ら
五
島
の
海
に
ト
ビ
ウ
オ
の
大
群
が
押

し
寄
せ
ま
す
。

　
地
元
で
は
ト
ビ
ウ
オ
の
こ
と
を
「
あ
ご
」と
呼

び
、水
揚
げ
し
た
あ
ご
を
す
ぐ
に
炭
火
で
焼
き
ま

す
。
大
海
原
を
滑
空
す
る
あ
ご
は
運
動
量
が
多
い

た
め
脂
肪
が
少
な
く
、高
タ
ン
パ
ク
・
高
ミ
ネ
ラ
ル

で
ヘ
ル
シ
ーフ
ー
ド
と
し
て
、注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
き
あ
ご
は
正
月
の
お
雑
煮
や
五
島
う
ど
ん

の
だ
し
に
使
わ
れ
ま
す
。
あ
ご
だ
し
特
有
の
上
品

で
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
は
、ラ
ー
メ
ン
や
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ど
、
長
崎
の
醤
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メ
ー
カ
ー

を
中
心
に
「
粉
末
だ
し
」「
め
ん
つ
ゆ
」「
だ
し
パ
ッ

ク
」な
ど
が
製
品
化
さ
れ
、
長
崎
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

FILE No.2
九州の「地域ブランド」をご紹介致します。



長 崎 伝 統 料 理 の か く し 味
「FFG食の商談会」出展産品

　
ト
ビ
ウ
オ
は
亜
熱
帯
か
ら
温
帯
の
海
に
生
息

す
る
海
水
魚
で
、
日
本
近
海
を
春
と
夏
に
北
上

し
、秋
に
は
南
下
し
ま
す
。
九
州
で
は
長
崎
北
部

の
平
戸
か
ら
五
島
の
海
に
ト
ビ
ウ
オ
の
大
群
が
押

し
寄
せ
ま
す
。

　
地
元
で
は
ト
ビ
ウ
オ
の
こ
と
を
「
あ
ご
」と
呼

び
、水
揚
げ
し
た
あ
ご
を
す
ぐ
に
炭
火
で
焼
き
ま

す
。
大
海
原
を
滑
空
す
る
あ
ご
は
運
動
量
が
多
い

た
め
脂
肪
が
少
な
く
、高
タ
ン
パ
ク
・
高
ミ
ネ
ラ
ル

で
ヘ
ル
シ
ーフ
ー
ド
と
し
て
、注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
焼
き
あ
ご
は
正
月
の
お
雑
煮
や
五
島
う
ど
ん

の
だ
し
に
使
わ
れ
ま
す
。
あ
ご
だ
し
特
有
の
上
品

で
さ
っ
ぱ
り
し
た
味
は
、ラ
ー
メ
ン
や
お
で
ん
の
だ

し
と
し
て
も
珍
重
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
加
工
製
品
も
、本
誌
本
号
で
ご
紹
介
し
て
い
る

チ
ョ
ー
コ
ー
醤
油
様
な
ど
、
長
崎
の
醤
油
メ
ー
カ
ー

を
中
心
に
「
粉
末
だ
し
」「
め
ん
つ
ゆ
」「
だ
し
パ
ッ

ク
」な
ど
が
製
品
化
さ
れ
、
長
崎
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

FILE No.2
九州の「地域ブランド」をご紹介致します。



ようこそ、
癒しのしま五島へ

美
味
し
い
魚
を

全
国
の
食
卓
へ

長崎県五島列島は、長崎市の西方沖、東シナ海に浮かぶ大
小140余の島々で構成されています。このうち五島市（以下 
五島）は、五島列島の南部に位置する11の有人島と52の無
人島から成り立っています。
本稿では、五島の魅力をご紹介します。

水ノ浦教会
入り組んだ地形の湾を見下ろす丘の上に
建つ白亜の教会。教会建築の匠・鉄川与
助が設計施工したもので、その優美なた
たずまいに魅了され多くの人々が訪れる。
豊かな自然に抱かれた五島では、非日常
へといざなう絶景や暮らしの中にある絵に
なる光景に出会うことができる

　
五
島
は
九
州
の
最
西
端
に
位
置
し
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
黒
潮
本
流
か
ら
分
岐
し

て
北
上
す
る
温
暖
な
対
馬
暖
流
と
列
島

付
近
に
発
生
す
る
沿
岸
流
の
影
響
を
受

け
、日
本
で
も
有
数
の
好
漁
場
を
形
成
し

て
い
ま
す
。ブ
リ
を
は
じ
め
、サ
バ
、イ
ワ

シ
、ク
エ
、ア
オ
リ
イ
カ
な
ど
、実
に
様
々
な

種
類
の
魚
が
豪
快
な
荒
波
に
揉
ま
れ
て
逞

し
く
成
長
し
、四
季
を
通
じ
て
水
揚
げ
さ

れ
て
お
り
、ま
さ
に
海
の
幸
の
宝
庫
で
す
。

つ
し
ま

も

た
く
ま

ACCESS

長崎―五島（福江）【ORC】
所要時間：約30分

福岡―五島（福江）【ANA】
所要時間：約40分

空　路 海　路

長崎―五島（福江）【九州商船】
●ジョットフォイル
●フェリー

所要時間：約1時間25分
所要時間：約3時間10分

博多―五島（福江）【野母商船】
●フェリー太古 所要時間：約9時間

寄稿  五島市観光交流課
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肥
沃
な
大
地
と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
五
島

は
、農
産
物
に
と
っ
て
も
最
適
な
環
境
で
す
。特
に
、

サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
て
海
の
底
に
堆
積
し
た
大
昔
の

土
を
含
む
土
壌
は
、ミ
ネ
ラ
ル
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ん

で
い
て
、野
菜
を
美
味
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
気
候
風
土
を
活
か
し
て
、五
島
な
ら
で
は
の

野
菜
や
果
物
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。近
年
で
は
、五

島
の
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
も
登
場
し
、注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。そ
の
１
つ「
五
島
ル
ビ
ー
」は
糖
度
７
度
以
上

で
、ま
る
で
フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
に
甘
い
ト
マ
ト
で
す
。

　
肥
沃
な
大
地
と
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
五
島

は
、農
産
物
に
と
っ
て
も
最
適
な
環
境
で
す
。特
に
、

サ
ン
ゴ
礁
に
囲
ま
れ
て
海
の
底
に
堆
積
し
た
大
昔
の

土
を
含
む
土
壌
は
、ミ
ネ
ラ
ル
を
た
っ
ぷ
り
と
含
ん

で
い
て
、野
菜
を
美
味
し
く
し
て
く
れ
ま
す
。

　
こ
の
気
候
風
土
を
活
か
し
て
、五
島
な
ら
で
は
の

野
菜
や
果
物
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。近
年
で
は
、五

島
の
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
も
登
場
し
、注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。そ
の
１
つ「
五
島
ル
ビ
ー
」は
糖
度
７
度
以
上

で
、ま
る
で
フ
ル
ー
ツ
の
よ
う
に
甘
い
ト
マ
ト
で
す
。

新
鮮
な
魚
か
ら
生
ま
れ
る

極
上
の
か
ま
ぼ
こ

　
五
島
で
は
昔
か
ら
美
味
し
い
か
ま
ぼ
こ
が
作
ら

れ
て
き
ま
し
た
。水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
、刺

身
に
し
て
も
い
い
ほ
ど
新
鮮
な
魚
を
使
っ
て
作
ら

れ
る
か
ま
ぼ
こ
は
、ぷ
り
っ
と
し
た
食
感
で
と
て
も

風
味
豊
か
で
す
。

　
五
島
を
代
表
す
る
か
ま
ぼ
こ
が「
あ
じ
巻
き
か

ま
ぼ
こ
」。五
島
産
の
ア
ジ
の
す
り
身
に
昆
布
を
巻

い
た
か
ま
ぼ
こ
で
、お
土
産
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
五
島
で
は
昔
か
ら
美
味
し
い
か
ま
ぼ
こ
が
作
ら

れ
て
き
ま
し
た
。水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
、刺

身
に
し
て
も
い
い
ほ
ど
新
鮮
な
魚
を
使
っ
て
作
ら

れ
る
か
ま
ぼ
こ
は
、ぷ
り
っ
と
し
た
食
感
で
と
て
も

風
味
豊
か
で
す
。

　
五
島
を
代
表
す
る
か
ま
ぼ
こ
が「
あ
じ
巻
き
か

ま
ぼ
こ
」。五
島
産
の
ア
ジ
の
す
り
身
に
昆
布
を
巻

い
た
か
ま
ぼ
こ
で
、お
土
産
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

五
島
な
ら
で
は
の
旬
の
味
覚

ツ
ヤ
と
コシ
は
日
本
一
。

比
類
な
き
絶
品

手
延
う
ど
ん

　
五
島
と
い
え
ば「
五
島
手
延
う
ど
ん
」と

言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、全
国
的
に
も
そ
の
名

が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。冬
場
、乾
い
た

北
西
の
潮
風
が
吹
き
付
け
る
五
島
の
気
候

は
、手
延
う
ど
ん
の
製
造
に
最
適
で
す
。ま

た
、豊
富
に
と
れ
る
椿
油
を
使
用
し
て
仕

上
げ
ら
れ
る
麺
は
細
身
で
コ
シ
が
強
く
、

湯
に
つ
け
過
ぎ
て
も
の
び
な
い
の
が
特
徴

で
す
。モ
チ
モ
チ
と
し
た
歯
ご
た
え
と
喉
ご

し
の
良
さ
は
格
別
で
す
。

手
つ
か
ず
の
大
自
然

　
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
四
季
を
通
し
て

釣
り
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
楽
し
め
、

多
く
の
釣
り
人
や
観
光
客
で
賑
わ
い
ま

す
。日
本
で
一
番
美
し
い
と
い
わ
れ
る「
高

浜
海
水
浴
場
」、釣
り
人
の
メ
ッ
カ
と
し
て

有
名
な
男
女
群
島
、雄
大
な
景
観
が
楽
し

め
る
大
瀬
崎
灯
台
な
ど
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。特
に
夏
場
は
、九
州
本
土
は
も
ち
ろ

ん
、東
京
・
関
西
方
面
か
ら
も
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。夏
休
み
期
間
中
は
、

地
引
網
体
験
や
、海
底
が
見
え
る
大
き
な

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
の
運
航
な
ど
、家
族
で
楽
し

む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

大瀬崎灯台
いつまでも沈まない夕陽に、辺り一帯が鮮やかなオレンジに
染まる。その美しい情景は「日本の夕陽百選」に選出された

つ
ば
き
あ
ぶ
ら

大
自
然
か
ら
の
贈
り
物

　
五
島
に
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
多
く
自
生
し
、

古
く
か
ら
上
質
な
椿
油
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。椿
油
に
は
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
し

て
、悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
オ
レ
イ

ン
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
人
の

肌
か
ら
出
る
脂
肪
分
と
非
常
に
相
性
が
良

い
こ
と
か
ら
、化
粧
品
の
原
料
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
五
島
に
あ
る
製
油
所
で
は
、椿
実
の
選
別

か
ら
搾
油
ま
で
、昔
な
が
ら
の
方
法
で
最
高

級
の
椿
油
を
生
産
し
て
い
ま
す
。搾
油
方
法

は
日
本
全
国
で
も
数
少
な
い
玉
締
め
式

（
※
1
）で
、商
品
に
は
一
番
搾
り
の
椿
油
の

つ
ば
き
み

さ
く
ゆ

た
ま
じ
め

名花・玉之浦椿と椿油
五島は日本有数の椿の島。その美しさから世
界的にも有名になった玉之浦椿をはじめ約
50種が五島で確認されている。いたるところ
でヤブツバキの群生を見ることができたのだ
が近年その数は減少しつつある

高浜海水浴場
南国リゾートを思わせるコバルトブルーの海。「日本の
渚百選」に選ばれ、“日本一美しい砂浜”と賞賛される

稲庭・讃岐と並ぶ、日本三大うどんのひとつ。椿油で
練り上げた細麺はつるりとしたのどごしが特長

釣り人たちの聖地・男女群島など、温暖な対馬海流に
育まれた五島は海の幸の宝庫

美
食
と
絶
景
の
し
ま

み
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

（
※
1
）玉
締
め
式
：
蒸
し
た
椿
実
に
ゆ
っ
く

り
と
圧
力
を
か
け
て
搾
油
す
る
方
式
。
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か
ま
ぼ
こ
が「
あ
じ
巻
き
か

ま
ぼ
こ
」。五
島
産
の
ア
ジ
の
す
り
身
に
昆
布
を
巻

い
た
か
ま
ぼ
こ
で
、お
土
産
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
五
島
で
は
昔
か
ら
美
味
し
い
か
ま
ぼ
こ
が
作
ら

れ
て
き
ま
し
た
。水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
、刺

身
に
し
て
も
い
い
ほ
ど
新
鮮
な
魚
を
使
っ
て
作
ら

れ
る
か
ま
ぼ
こ
は
、ぷ
り
っ
と
し
た
食
感
で
と
て
も

風
味
豊
か
で
す
。

　
五
島
を
代
表
す
る
か
ま
ぼ
こ
が「
あ
じ
巻
き
か

ま
ぼ
こ
」。五
島
産
の
ア
ジ
の
す
り
身
に
昆
布
を
巻

い
た
か
ま
ぼ
こ
で
、お
土
産
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

五
島
な
ら
で
は
の
旬
の
味
覚

ツ
ヤ
と
コシ
は
日
本
一
。

比
類
な
き
絶
品

手
延
う
ど
ん

　
五
島
と
い
え
ば「
五
島
手
延
う
ど
ん
」と

言
わ
れ
る
ほ
ど
に
、全
国
的
に
も
そ
の
名

が
広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。冬
場
、乾
い
た

北
西
の
潮
風
が
吹
き
付
け
る
五
島
の
気
候

は
、手
延
う
ど
ん
の
製
造
に
最
適
で
す
。ま

た
、豊
富
に
と
れ
る
椿
油
を
使
用
し
て
仕

上
げ
ら
れ
る
麺
は
細
身
で
コ
シ
が
強
く
、

湯
に
つ
け
過
ぎ
て
も
の
び
な
い
の
が
特
徴

で
す
。モ
チ
モ
チ
と
し
た
歯
ご
た
え
と
喉
ご

し
の
良
さ
は
格
別
で
す
。

手
つ
か
ず
の
大
自
然

　
豊
か
な
自
然
の
な
か
で
四
季
を
通
し
て

釣
り
や
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
が
楽
し
め
、

多
く
の
釣
り
人
や
観
光
客
で
賑
わ
い
ま

す
。日
本
で
一
番
美
し
い
と
い
わ
れ
る「
高

浜
海
水
浴
場
」、釣
り
人
の
メ
ッ
カ
と
し
て

有
名
な
男
女
群
島
、雄
大
な
景
観
が
楽
し

め
る
大
瀬
崎
灯
台
な
ど
魅
力
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。特
に
夏
場
は
、九
州
本
土
は
も
ち
ろ

ん
、東
京
・
関
西
方
面
か
ら
も
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
ま
す
。夏
休
み
期
間
中
は
、

地
引
網
体
験
や
、海
底
が
見
え
る
大
き
な

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
の
運
航
な
ど
、家
族
で
楽
し

む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

大瀬崎灯台
いつまでも沈まない夕陽に、辺り一帯が鮮やかなオレンジに
染まる。その美しい情景は「日本の夕陽百選」に選出された

つ
ば
き
あ
ぶ
ら

大
自
然
か
ら
の
贈
り
物

　
五
島
に
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
多
く
自
生
し
、

古
く
か
ら
上
質
な
椿
油
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。椿
油
に
は
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
し

て
、悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
オ
レ
イ

ン
酸
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。ま
た
人
の

肌
か
ら
出
る
脂
肪
分
と
非
常
に
相
性
が
良

い
こ
と
か
ら
、化
粧
品
の
原
料
に
も
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
五
島
に
あ
る
製
油
所
で
は
、椿
実
の
選
別

か
ら
搾
油
ま
で
、昔
な
が
ら
の
方
法
で
最
高

級
の
椿
油
を
生
産
し
て
い
ま
す
。搾
油
方
法

は
日
本
全
国
で
も
数
少
な
い
玉
締
め
式

（
※
1
）で
、商
品
に
は
一
番
搾
り
の
椿
油
の

つ
ば
き
み

さ
く
ゆ

た
ま
じ
め

名花・玉之浦椿と椿油
五島は日本有数の椿の島。その美しさから世
界的にも有名になった玉之浦椿をはじめ約
50種が五島で確認されている。いたるところ
でヤブツバキの群生を見ることができたのだ
が近年その数は減少しつつある

高浜海水浴場
南国リゾートを思わせるコバルトブルーの海。「日本の
渚百選」に選ばれ、“日本一美しい砂浜”と賞賛される

稲庭・讃岐と並ぶ、日本三大うどんのひとつ。椿油で
練り上げた細麺はつるりとしたのどごしが特長

釣り人たちの聖地・男女群島など、温暖な対馬海流に
育まれた五島は海の幸の宝庫

美
食
と
絶
景
の
し
ま

み
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

（
※
1
）玉
締
め
式
：
蒸
し
た
椿
実
に
ゆ
っ
く

り
と
圧
力
を
か
け
て
搾
油
す
る
方
式
。
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▲格天井に描かれた
　花鳥図

▲明星院本堂

祈
り
の
し
ま

日本初のルルド  井持浦教会
ルルドとはフランス南西部にあるカトリックの聖なる泉の
こと。井持浦教会は明治初期の弾圧から逃れた奇跡の
地として、フランスのルルドを模した洞窟が創設された

世
界
遺
産
登
録
を

目
指
す
島
の
教
会

　
長
崎
県
下
に
は
、日
本
の
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
13
％
余
り
を
占
め
る

1
3
0
以
上
も
の
教
会
が
あ
り
、そ

の
う
ち
五
島
に
は
50
余
り（
※
2
）が

集
中
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
キ
リ
シ
タ

ン
禁
制
下
の
江
戸
時
代
、五
島
に
多

く
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
が
暮
ら
し
て
い

た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。信
徒
た
ち

は
弾
圧
さ
れ
な
が
ら
も
信
仰
を
守
り

抜
き
、1
8
7
3
年（
明
治
６
年
）に

禁
教
令
が
解
け
る
と
、自
ら
の
手
で

集
落
に
教
会
を
建
て
ま
し
た
。五
島

の
素
朴
な
風
土
と
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴

史
を
物
語
る
多
く
の
古
い
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
は
、五
島
な
ら
で
は
の
風
情

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
2
0
0
7
年（
平
成
19
年
）１
月
、

五
島
に
建
つ「
旧
五
輪
教
会
堂
」、「
江

上
天
主
堂
」の
２
つ
の
教
会
を
含
む

「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関

連
遺
産
」は
、ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産

暫
定
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、長
崎
県
を
は
じ
め
、関
係
県
市

町
と
力
を
あ
わ
せ
、「
世
界
遺
産
」登

録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
※
2
）五
島
市
を
含
む
、五
島
列
島

全
体
の
教
会
数
。

　五島宣教の拠点となった
堂崎教会 　　白壁とブ
ルーの窓が愛らしい江上天
主堂 　井持浦教会

1

2

3

4

かしわざき

空海記念碑  辞本涯
遣唐使日本最後の寄港地であった五島柏崎は、
命をかけて中国へわたった遣唐使が自国に別れ
を告げた場所。空海の名文「辞本涯」にちなみこ
の名が付けられた

福江城（石田城）と
武家屋敷通り
第30代藩主・五島盛成公時、外国
からの脅威に備えるために、江戸時
代最後に築城された城。城は当時は
三方海に囲まれた海城だった

歴
史
と
文
化
が

息
づ
く
島

　
五
島
の
歴
史
は
古
く
、奈
良
・
平
安
時
代
に
は

遣
唐
使
船
最
後
の
寄
港
地
と
し
て
知
ら
れ
、万

葉
集
に
も
歌
わ
れ
て
い
ま
す
。弘
法
大
師
空
海

ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
り
、西
の
高
野
山
と
呼
ば
れ

る「
大
宝
寺
」、空
海
が
名
付
け
た
と
伝
え
ら
れ

る「
明
星
院
」な
ど
多
く
の
足
跡
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
藩
主
五
島
家
代
々
の
祈
願
寺
で
あ
る
明
星
院

は
五
島
最
古
の
木
造
建
築
物
で
、そ
の
名
は
空
海

に
よ
り
命
名
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。格

天
井
に
描
か
れ
た
、五
島
藩
絵
師
で
狩
野
派
の
大

坪
玄
能
の
筆
に
よ
る
1
2
1
枚
の
極
彩
色
の
花

鳥
画
も
見
事
。2
0
1
3
年
は
秘
仏
・
虚
空
蔵

菩
薩
が
特
別
ご
開
帳
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
特
別
拝
観
期
間
12
月
31
日
ま
で

だ
い
ほ
う
じ

み
ょ
う
じ
ょ
う
い
ん

1 0 0年に一度の
秘仏特別御開帳

©日暮雄一©日暮雄一

©日暮雄一©日暮雄一

1

2

3

4

観光地「五島」のご紹介

42FFG MONTHLY SURVEY Vol.66
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▲明星院本堂
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ルルドとはフランス南西部にあるカトリックの聖なる泉の
こと。井持浦教会は明治初期の弾圧から逃れた奇跡の
地として、フランスのルルドを模した洞窟が創設された
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を
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県
下
に
は
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本
の
カ
ト
リ
ッ
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教
会
の
13
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余
り
を
占
め
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3
0
以
上
も
の
教
会
が
あ
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、そ

の
う
ち
五
島
に
は
50
余
り（
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2
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し
て
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ま
す
。こ
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は
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禁
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時
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、五
島
に
多
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の
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シ
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が
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と
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も
信
仰
を
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が
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け
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ッ
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会
は
、五
島
な
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で
は
の
風
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を
感
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せ
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す
。
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0
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7
年（
平
成
19
年
）１
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、

五
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に
建
つ「
旧
五
輪
教
会
堂
」、「
江

上
天
主
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２
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の
教
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崎
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連
遺
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」は
、ユ
ネ
ス
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の
世
界
遺
産

暫
定
リ
ス
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に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、長
崎
県
を
は
じ
め
、関
係
県
市

町
と
力
を
あ
わ
せ
、「
世
界
遺
産
」登

録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
※
2
）五
島
市
を
含
む
、五
島
列
島

全
体
の
教
会
数
。

　五島宣教の拠点となった
堂崎教会 　　白壁とブ
ルーの窓が愛らしい江上天
主堂 　井持浦教会
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良
・
平
安
時
代
に
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す
。格

天
井
に
描
か
れ
た
、五
島
藩
絵
師
で
狩
野
派
の
大

坪
玄
能
の
筆
に
よ
る
1
2
1
枚
の
極
彩
色
の
花

鳥
画
も
見
事
。2
0
1
3
年
は
秘
仏
・
虚
空
蔵

菩
薩
が
特
別
ご
開
帳
さ
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。
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わ
ら
た
ま

EV（電気自動車）
で

観光＆教会めぐり

へトマト
ススだらけの男衆が担いだ大きな
草履を神社へと奉納する。途中、未
婚女性を乗せて胴上げを行いなが
ら進む不思議な光景に出会える

オーモンデー（三井楽町）
遣唐使末期、中国大陸より伝わったと
される嵯峨島に伝わるお盆の念仏踊り
の一種。エキゾチックな民族衣装に身
を包み、鐘と太鼓の音に併せて舞う姿
も中央アジア風の手振りなどが見受け
られる

五島の観光に欠か
せない教会めぐり。
島ではハイブリッド
EV車をいち早く導
入して、環境にやさ
しいエコツーリズム
を提唱しています。

島内にはEVの
充電スポットも充実

独自に発展した教会文化
　貝津教会のステンドグラス。時間によって
差し込む日差しが祈りの空間をより神秘的に
させる　 堂崎教会の隠れマリア像。辛く苦し
い弾圧の時代も人々は信じる心だけは忘れ
なかった。そのため、マリア観音や隠れマリア
像など祈りをささげる像にも当時の人々の工
夫が施された　海に面した草原の一部に
ひっそりと佇む、渕ノ元カトリック墓碑群。夕陽
の美しいビュースポットでもある

1

2

3

奇祭のしま

五島椿まつり
椿の自生地として知られる五島の冬の魅力を存
分に満喫できるお祭り。福江城やその周辺の
武家屋敷通りでは「しまのかがり火」と称して城
のライトアップや1000個もの灯篭が灯される

五
島
に
伝
わ
る

一
風
変
わ
っ
た
お
祭
り

　
五
島
に
は
、国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る「
ヘ
ト
マ
ト
」と
い
う

お
祭
り
が
あ
り
ま
す（
毎
年
１
月
第
３
日

曜
日
開
催
）。大
漁
豊
作
と
無
病
息
災
を
一

度
に
祈
願
す
る
お
祭
り
で
す
。

　
身
体
に「
ヘ
グ
ラ
」と
呼
ば
れ
る
ス
ス
を
塗

り
つ
け
た
若
者
が
藁
玉
を
奪
い
合
う「
玉
せ

せ
り
」や
、豊
作
と
大
漁
を
占
う「
綱
引

き
」、「
相
撲
」、「
羽
根
つ
き
」、「
玉
蹴
り
」が

行
わ
れ
、最
後
に
３
メ
ー
ト
ル
の「
大
草
履
」

が
登
場
し
、若
者
が
担
い
で
山
城
神
社
へ
奉

納
し
ま
す
。「
大
草
履
」奉
納
ま
で
の
道
中

で
は
、沿
道
の
女
性
を
捕
ま
え
て
は
そ
の
上

に
乗
せ
、何
度
も
胴
上
げ
を
行
い
ま
す
。由

来
に
つ
い
て
の
定
説
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

諸
々
の
行
事
を
一
度
に
行
う
、全
国
で
も
極

め
て
珍
し
い
お
祭
り
で
す
。

　
大
自
然
と
と
も
に
歴
史
と
文
化
が
息
づ

く
島
、五
島
。青
い
海
に
囲
ま
れ
、豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た「
し
ま
」で
は
時
間
が

ゆ
っ
く
り
流
れ
ま
す
。

　
癒
し
の
し
ま
五
島
で
、皆
様
の
お
越
し
を

心
か
ら
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

終
わ
り
に

お
お
ぞ
う
り

ぜひ来てね！

五島市イメージキャラクター

ごとりん つばきねこ バラモンちゃん
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催
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